
 

 

 
2022 年 11 月 15 日 

株式会社エー・アンド・デイ 

 

 

【特設 Web サイト公開】Ａ＆Ｄは、自動捕捉式はかりの検定制度に

関する各種情報をまとめた特設 Web サイトを公開いたしました。 
 

株式会社エー・アンド・デイ（本社：東京都豊島区、代表取締役執行役員社長：森島 泰信）は、

自動捕捉式はかりの検定制度に関する各種情報をまとめた特設 Web サイトを公開いたしました。 

 

【1．特設 Web サイトの概要】 

 

https://www.aandd.co.jp/support/calibration/ 

 

「計量制度変更による検定制度に関係する各種情報」と「器差検定を中心とした指定検定機関に

関係する情報」の 2 大項目の下に、それぞれの詳細情報やお問い合わせフォーム、お申し込みフ

ォームなどをご案内しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【2．自動捕捉式はかりの検定制度】 

 

計量制度に関する政省令の改正により、取引・証明で使用している自動はかりが検定対象となり

ました。 

自動重量選別機（ウェイトチェッカ）は自動捕捉式はかりに分類されて、取引・証明に使用して

いる場合は、検定を受検することが義務化されます。 

※検定が実施できる機関は、国立研究開発法人産業技術総合研究所と指定検定機関に限られます。 

内容量表示（質量・体積問わず）を行っている商品の内容量等の保証に使用している自動捕捉式

はかりは検定対象になります。 

※体積（ミリリットル等）表示の場合でも、その内容量を自動捕捉式はかりで測定している質量

で担保している場合は、検定対象となります。 

 

（1）検定対象 

取引または証明に使用している特定計量器 

目量：10 mg 以上、検査目量の数が 100 以上の場合 

ひょう量：5 kg 以下の自動捕捉式はかり 

（2）検定対象外 

社内管理データ、欠品チェック等に使用している計量器 

目量：10 mg 未満、検査目量の数が 100 未満のいずれかに該当する場合 

ひょう量：5 kg を超える自動捕捉式はかり 

※注意：目量もしくはひょう量が検定対象外となる自動捕捉式はかりには、型式承認された

機種はありません。 

 

【3．自動捕捉式はかりの検定スケジュール】 

 

（1）すでに使用されている自動捕捉式はかり 

2024 年 3 月 31 日以前に取引または証明に使用している自動捕捉式はかりは、2027 年 3 月 31

日までに初回検定を受け合格する必要があります。 

（2）新たに使用する自動捕捉式はかり（新規はかり） 

2024 年 4 月 1 日以降に取引または証明に使用するために購入する自動捕捉式はかりは、型式

承認※を受けた自動捕捉式はかりになります。 

また、設置後に検定を受け合格※してから使用可能となります。 

（※）一部、例外があります。上記、検定対象外の項目をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ａ＆Ｄのウェイトチェッカ

「AD-4961A」 



Ａ＆Ｄは、用途に応じて各種のライン検査装置をご用意しています。 

詳しくはこちらをご覧ください。 

https://www.aandd.co.jp/products/inspection-machine/ 

 

 

 

 

＜会社概要＞ 

会社名   ：株式会社エー・アンド・デイ 

（東証プライム市場 7745 株式会社Ａ＆Ｄホロンホールディングス グループ企業） 

本店所在地 ：〒170-0013 東京都豊島区東池袋 3-23-14 

代表者   ：代表取締役執行役員社長 森島 泰信 

事業内容  ：電子計測器、産業用重量計、電子天びん、医療用電子機器、試験機、 

工業計測機器、その他電子応用機器の研究開発・製造・販売 

 

＜画像 URL＞ 

https://i-imageworks.jp/iw/Pu/Public.do?pid=4f6e5142686f6663346f4b6e317a41514535666252673d3d&isRedirect 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社エー・アンド・デイ 販売促進部  神田 修太、佐藤 雄人、吉田 涼祐 

MAIL：and-weighing@aandd.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.aandd.co.jp 


